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執
筆
者
紹
介

大
島
一
二 

O
shim

a K
azutsugu

一
九
五
九
年
生
ま
れ
。
桃
山
学
院
大
学
経
済
学
部
教

授
。
中
国
農
業
論
。『
日
系
食
品
産
業
に
お
け
る
中

国
内
販
戦
略
の
転
換
』（
共
著
）『
中
国
社
会
の
基
層

変
化
と
日
中
関
係
の
変
容
』（
共
著
）『
中
国
農
業
の

市
場
化
と
農
村
合
作
社
の
展
開
』（
共
著
）

原
田
忠
直 

H
arata Tadanao

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
日
本
福
祉
大
学
経
済
学
部
准

教
授
。
中
国
経
済
。「
現
代
中
国
に
お
け
る
「
包
」

と
「
発
展
の
シ
ェ
ー
マ
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

「
民
工（
男
性
）の
「
希
望
」
と
そ
の
実
現
性
に
つ
い
て

│
浙
江
省
Ｈ
市
に
お
け
る
民
工
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
中
心
に
」「
柏
史
観
と「
包
の
倫
理
規

律
」」

温 

鉄
軍 

W
en T

iejun

一
九
五
一
年
生
ま
れ
。
中
国
人
民
大
学
教
授
。
農
村

経
済
、
比
較
発
展
研
究
。『
八
次
危
機
│
中
国
的
真

実
経
験
（1949 ‒2009

）』『
解
読
蘇
南
』『
三
農
問
題

與
制
度
変
遷
』

張 

俊
娜 

Z
hang Junna

一
九
八
六
年
生
ま
れ
。
福
建
農
林
大
学
海
峡
郷
村
建

設
学
院
助
理
研
究
員
。

杜 

潔 
D

u Jie

一
九
八
二
年
生
ま
れ
。
西
南
大
学
中
国
郷
村
建
設
学

院
助
理
研
究
員
。

仝 

志
輝 

Tong Z
hihui

中
国
人
民
大
学
農
業
與
農
村
発
展
学
院
副
教
授
、
中

国
人
民
大
学
国
家
発
展
與
戦
略
研
究
院
専
聘
研
究

員
。
政
治
学
。『
選
挙
事
件
與
村
荘
政
治
』『
農
村
民

間
組
織
與
中
国
農
村
発
展
』『
村
委
会
選
挙
與
郷
村

政
治
』

厳 

善
平 

Yan Shanping

同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
。
中
国
経
済
。『
中
国
農

民
工
の
調
査
研
究
│
上
海
市
・
珠
江
デ
ル
タ
に
お
け

る
農
民
工
の
就
業
・
賃
金
・
暮
ら
し
』『
農
村
か
ら

都
市
へ
│
一
億
三
〇
〇
〇
万
人
の
農
民
大
移
動
』

『
中
国
の
人
口
移
動
と
民
工
│
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
・

デ
ー
タ
に
基
づ
く
計
量
分
析
』

孔 

祥
智 

K
ong X

iangzhi

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
中
国
人
民
大
学
農
業
與
農
村

発
展
学
院
二
級
教
授
。
合
作
経
済
。『
中
国
農
民
専

業
合
作
社
運
行
機
制
與
社
会
効
応
研
究
』『
土
地
流

転
與
新
型
農
業
経
営
主
体
培
育
』「
西
部
地
区
農
戸

稟
賦
対
農
業
技
術
採
納
的
影
響
分
析
」

高 

強 
G

ao Q
iang

一
九
八
二
年
生
ま
れ
。
農
業
部
農
村
経
済
研
究
中
心

助
理
研
究
員
。
農
業
政
策
分
析
。「
家
庭
農
場
的
制

度
解
析
│
特
徵
、
発
生
機
制
與
効
応
」「
中
国
農
業

結
構
調
整
的
総
体
估
価
與
趨
勢
判
断
」「“
工
資
剪
刀

差
”
及
外
出
農
民
工
的
隠
性
貢
献
研
究
」

鐘 

真 
Z

hong Z
hen

一
九
八
四
年
生
ま
れ
。
中
国
人
民
大
学
農
業
與
農
村

発
展
学
院
講
師
。
農
家
経
済
。「
産
業
組
織
模
式
対

農
産
品
質
量
安
全
的
影
響
│
来
自
奶
業
的
例
証
」

「
生
産
組
織
方
式
、
市
場
交
易
類
型
與
生
鮮
乳
質
量

安
全
│
基
于
全
面
質
量
安
全
観
的
実
証
分
析
」「
観

光
農
業
経
営
策
略
及
影
響
因
素
研
究
│
以
京
郊
農
業

経
営
戸
応
対
成
本
上
昇
為
視
角
」
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安 
玉
発 

A
n Yufa

一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
中
国
農
業
大
学
教
授
。
農
業

経
済
。『
農
産
品
流
通
文
集
』『
供
応
鏈
主
体
食
品
安

全
控
制
行
為
與
政
府
監
管
研
究
』『
果
蔬
農
産
品
協

議
流
通
模
式
研
究
』

苑 

志
佳 

Yuan Z
hijia

一
九
五
九
年
生
ま
れ
。
立
正
大
学
経
済
学
部
教
授
。

中
国
経
済
、
ア
ジ
ア
経
済
。『
中
国
企
業
対
外
直
接

投
資
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
│「
後
発
国
型
多
国
籍
企
業
」

の
対
ア
ジ
ア
進
出
と
展
開
』「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け

る
中
国
多
国
籍
企
業
の
産
業
競
争
力
の
比
較
分
析
│

自
動
車
と
電
機
産
業
を
中
心
に
」『
現
代
中
国
企
業

変
革
の
担
い
手
│
多
様
化
す
る
企
業
制
度
と
そ
の
焦

点
』

樋
泉
克
夫 

H
iizum

i K
atsuo

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
華
僑
・
華
人
論
・
京
劇
史
。「
相
次
ぐ
欧
州
勢

の
参
加
表
明
│
見
直
し
迫
ら
れ
る
対
中
政
策
』「
漢

民
族
支
配
の
本
質
と
弊
害
」「
北
米
に
ま
で
広
が
る

鉄
道
網
を
建
設
│
「
中
国
の
夢
」
燃
や
す
野
心
」

星
野
幸
代 

H
oshino Yukiyo

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言

語
文
化
研
究
科
教
授
。
中
国
近
現
代
文
学
、
中
国
近

現
代
舞
踊
史
。『
侯
孝
賢
の
詩
学
と
時
間
の
プ
リ
ズ

ム
』（
共
編
）『
台
湾
映
画
表
象
の
現
在
│
可
視
と
不

可
視
の
あ
い
だ
』（
共
編
）「
日
中
戦
争
期
上
海
で
踊

る
│
交
錯
す
る
身
体
メ
デ
ィ
ア
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」

橋
本
恭
子 

H
ashim

oto K
yoko

日
本
社
会
事
業
大
学
非
常
勤
講
師
。
比
較
文
学
、
台

湾
文
学
。『「
華
麗
島
文
学
志
」
と
そ
の
時
代
│
比
較

文
学
者
島
田
謹
二
の
台
湾
体
験
』『
島
田
謹
二
│
華

麗
島
文
學
的
體
驗
與
解
讀
』「
張
文
環
〈
閹
雞
〉
中

的
小
説
語
言
與
思
想
」

高
橋
五
郎 

Takahashi G
oro

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教
授
。
中
国
農
業
・
食
糧

問
題
。『
中
国
経
済
の
構
造
転
換
と
農
業
』『
日
中
食

品
汚
染
』『
中
国
社
会
の
基
層
変
化
と
日
中
関
係
の

変
容
』（
共
著
）

翻
訳
者
紹
介

高
橋
真
理
子 Takahashi M

ariko

中
国
語
翻
訳
。『
幼
学
瓊
物
語
』（
翻
訳
）『
鑑
真
渡
海

物
語
』（
翻
訳
）『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
開
通
物
語
』（
翻
訳
）

小
嶋
祐
輔 K

ojim
a Yusuke

翻
訳
業
。

学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
一
五
年
七
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月
）

加
治
宏
基　
『
教
養
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
平

和
』（
風
間
孝
・
金
敬
黙
と
の
共
編
著
、
法
律
文

化
社
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

川
村
亜
樹　
「
白
さ
を
問
う
│
オ
バ
マ
大
統
領
誕
生

後
の
シ
カ
ゴ
、
ク
ラ
イ
ボ
ー
ン
・
パ
ー
ク
」（
日

本
ア
メ
リ
カ
演
劇
学
会
『
ア
メ
リ
カ
演
劇
』
第
二

七
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）、「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

も
た
ら
す
未
来
の
映
画
│
塚
田
幸
光
編
著
『
映
画

と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』」（
書
評
、『
日
本
映
画
学
会

会
報
』
第
四
四
号
、
二
〇
一
五
年
九
月
）
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い
ま
こ
そ
、 

「
戦
後
」を
問
い
な
お
す

　

去
る
二
〇
一
五
年
に
は
数
多
く
の
戦
後
論
が

提
起
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
お
し
な
べ
て
第
二

次
世
界
大
戦
の
終
結
七
〇
周
年
と
い
う
メ
モ
リ

ア
ル
を
所
与
と
す
る
も
の
で
、「
戦
後
＝
イ
コ
ー
ル第
二

次
世
界
大
戦
以
後
」
と
い
う
“
常
識
”
に
依
っ

た
戦
後
論
で
あ
る
。
こ
の
戦
後
に
希
求
さ
れ
た

「
国
際
の
平
和
及
び
安
全
」
と
は
旧
連
合
国
に

と
っ
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
以
来
七
〇
年
間
に
国

際
関
係
を
規
定
し
て
き
た
の
は
、
国
連
シ
ス
テ

ム
を
中
心
と
す
る
戦
後
国
際
レ
ジ
ー
ム
で
あ

る
。
た
だ
し
、
戦
後
国
際
レ
ジ
ー
ム
が
、
国
連

加
盟
国
の
社
会
実
態
を
合
理
的
に
規
定
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
旧
連
合
国
の
中
華

民
国
か
ら
主
権
承
継
し
た
中
華
人
民
共
和
国
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
旧
連
合
国
に
よ
る
戦
後
処
理
と

は
、
戦
時
中
に
お
け
る
自
ら
の
正
当
性
を
事
後

的
に
構
成
す
る
手
続
き
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
中

核
に
あ
っ
た
の
が
、「
戦
争
犯
罪
」
を
再
定
義
し

旧
枢
軸
国
に
適
応
し
た
戦
犯
裁
判
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
一
九
四
五
年
を
核
の
時
代
の
端
緒
と
す

る
視
座
も
示
唆
に
富
む
。
本
号
で
は
、
冒
頭
に

示
し
た
“
常
識
”
に
疑
問
符
を
付
す
こ
と
を
糸

口
に
、「
戦
後
」
と
い
う
時
代
区
分
を
多
角
的

視
座
か
ら
再
定
義
し
よ
う
と
試
み
る
。
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ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
、二
〇
一
五
年
一
二
月
二
〇
日
）

樋
泉
克
夫　
「
動
き
始
め
た
陸
と
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」「
整
備
進
む
中
国
南
部
の
陸
上
ル
ー
ト
」

（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
一
五
年
一
二
月
三
一
日

号
、
毎
日
新
聞
社
）、「
東
南
ア
ジ
ア
の
部
屋
」

（
連
載
、『Foresight

（
電
子
版
）』
新
潮
社
）、「
華

人
企
業
家
の
夢
と
野
望
」（
連
載
『A

sia M
arket 

R
eview

』
重
化
学
工
業
新
聞
社
）

松
岡
正
子　
「
四
川
羌
族
中
的
語
言
交
替
及
母
語
喪

失
│
中
国
南
方
少
数
民
族
所
進
行
的
「
中
華
民
族

文
化
」（
謝
政
諭
ほ
か
編
『
何
謂
戦
後
│
亜
州
的

一
九
四
五
年
及
其
之
後
』
台
北
：
允
晨
文
化
、
二

〇
一
五
年
一
〇
月
）、「
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
諸
集
団

の
研
究
」（『
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』

第
一
四
六
号
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）、「
羌
年
の

観
光
資
源
化
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
│
四
川
省

阿
壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
汶
川
県
の
直
台
村
と
阿
爾

村
の
羌
年
を
事
例
と
し
て
」（
塚
田
誠
之
編
『
民

族
文
化
資
源
と
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
│
中
国
南
部
地
域

の
分
析
か
ら
』
風
響
社
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

黄 
英
哲　
「
離
散
與
跨
境
│
論
台
湾
作
家
的
『
抗

戦
』」（『
戦
争
的
歴
史
與
記
憶
』
台
北
：
国
史

館
、
二
〇
一
五
年
八
月
）、『
何
謂
「
戦
後
」
│
亜

洲
的
一
九
四
五
年
及
其
之
後
』（
共
編
、
台
北
：

允
晨
文
化
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）、「
文
学
與
翻

訳
│
黄
春
明
在
日
本
」（
国
際
学
会
論
文
発
表
、

台
湾
国
立
宜
蘭
大
学
主
催
「
黄
春
明
及
其
文
学
国

際
学
術
研
討
会
」
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
六
〜
一

七
日
）

薛 

鳴　
「
日
本
中
華
学
校
的
双
語
教
育
及
其
意
義
│

以
神
戸
中
華
同
文
学
校
為
例
」（
共
著
、『
国
際
漢

語
教
育
』
二
〇
一
五
第
一
輯
（
総
第
四
四
輯
）
外

語
教
育
與
研
究
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
八
月
）、

「
複
数
形
の
接
尾
辞
の
機
能
と
名
詞
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
」（
口
頭
発
表
、「
第
四
回
中
日
韓
言
語
文
化

比
較
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
於
延
辺
大
学
、

二
〇
一
五
年
八
月
一
七
〜
一
九
日
）

唐 

燕
霞　
「『
中
国
模
式
』
の
特
殊
性
と
普
遍
性
│

労
使
関
係
の
視
点
か
ら
」（
共
著
、
宇
野
重
昭
・

江
口
伸
吾
・
李
暁
東
編
著
『
中
国
式
発
展
の
独
自

性
と
普
遍
性
│
「
中
国
模
式
」
の
提
起
を
め
ぐ
っ

て
』
国
際
書
院
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、「
台
湾
の

『
社
区
営
造
』
と
住
民
自
治
│
中
国
の
『
社
区
自

治
』
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
島
根
県
立

大
学
総
合
政
策
学
会
『
総
合
政
策
論
叢
』
第
三
一

号
、
二
〇
一
六
年
二
月
）、「
中
国
蘇
南
地
域
に
お

け
る
農
村
の
都
市
化
の
現
状
と
課
題
」（
研
究
会

報
告
、
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
主
催
プ
ロ
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編
集
後
記
│
│
中
国
農
業
を
語
る
と
き
、
従
来
は
「
三
農

問
題
」
と
か
「
農
村
の
都
市
化
」
と
か
と
い
う
語
句
が
常

套
用
語
だ
っ
た
。
中
国
の
研
究
者
の
間
で
は
こ
の
点
に
変

化
が
み
ら
れ
、
最
近
で
は
も
っ
と
前
向
き
に
、
発
展
的
な

変
化
に
、
意
識
し
て
視
点
を
据
え
る
よ
う
な
研
究
が
散
見

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
二
元
経
済
や

貧
困
問
題
が
解
消
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
依
然

と
し
て
、
非
自
発
的
な
格
差
や
小
農
民
経
済
の
困
窮
さ
は

否
定
す
べ
く
も
な
い
現
実
が
あ
る
。
◇
本
号
で
意
図
し
た

の
は
、
中
国
に
お
け
る
そ
う
し
た
前
向
き
の
変
化
に
着
目

し
、
今
日
、
我
わ
れ
日
本
人
に
も
見
え
始
め
て
き
た
そ
の

た
し
か
な
変
化
の
要
諦
を
整
理
し
て
み
る
こ
と
だ
っ
た
。

一
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
の
農
業
政
策
が
肝

い
り
で
進
め
て
い
る
農
業
の
い
わ
ゆ
る
「
六
次
産
業
化
政

策
」
に
つ
い
て
な
ら
ば
、
中
国
で
は
す
で
に
二
一
世
紀
に

入
る
以
前
か
ら
、「
農
業
の
産
業
化
政
策
」
と
し
て
、
企
業

に
よ
る
農
業
直
営
、食
品
加
工
、物
流
、流
通
、サ
ー
ビ
ス
、

輸
出
を
誘
導
し
、
二
〇
年
近
い
試
行
錯
誤
を
経
て
、
そ
れ

を
軌
道
に
乗
せ
て
い
る
点
だ
。
日
本
農
業
を
超
え
た
、
と

思
わ
せ
る
要
諦
の
一
つ
で
あ
る
。
◇
さ
ま
ざ
ま
前
向
き
の

変
化
が
進
む
過
程
で
は
、
権
力
作
動
、
農
業
労
働
力
、
農

地
（
地
代
、権
利
移
動
、集
約
等
）、
賃
金
、
合
作
社
、
地

域
社
会
、
家
族
関
係
な
ど
が
伝
統
的
堅
牢
と
市
場
的
再
編

と
の
あ
い
だ
で
揺
れ
動
き
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
ひ
と

筋
で
整
理
し
が
た
い
面
が
多
々
生
ま
れ
て
く
る
。
◇
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
取
り
組
み
課
題
と
し
た
い
が
、
そ

の
一
灯
を
さ
さ
げ
て
く
れ
た
本
号
の
内
外
の
執
筆
者
の

方
々
に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。 （
高
橋
五
郎
）


